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元気いっぱいサポーター

健康推進課

府中市自治会連合会

ごみ減量推進課

府中市社会福祉協議会

地域福祉推進課

東京武蔵府中ロータリー
クラブ

環境政策課
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元気いっぱいサポー
ト事業

ごみ減量・３Ｒ推進
大会

福祉まつり
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業

姉妹都市佐久穂町森
林間伐体験事業

目的や課題の共有をはじめ、役割分
担も明確であり、それぞれの特性も
生かせている。
信頼関係も構築できており、協働の
あるべき姿となっている。
今後、参加者が各学校等で報告会を
行うなど、教育委員会とも連携する
ことで、更なる環境の意識啓発につ
なげるなど、協働事業としても更な
る発展が期待できる。

府中の子どもたちが自然環境を体
験し、環境について考えることは
将来にわたる見えない財産であ
る。
リピーターを活用するなど後継を
育成している点が評価できる。

参加者が自由研究として当事業を取り
上げたり、それぞれの学校で報告会を
開催するなど、教育委員会と連携する
ことで、協働の相乗効果が発揮され、
更なる協働の広がりが期待できる。

Ｂ

目的や課題を共有し、対話を通じて
十分なコミュニケーションを図り見
直しを実施するとともに、情報共有
を密にするなど、昨年よりも努力し
て協働のまちづくりに取り組んでい
る。
企業や中間支援組織等を活用するこ
とで、更なる事業の広がりも期待で
きるため、好事例としてより一層期
待していきたい。

情報共有を行うことで、事業内容
についてより良いものに改善する
とともに、参加者間の情報共有の
場を作るなど、日常関わらない人
同士のつながりの場となるような
取組を始めるなど、事業内容とし
ても協働の視点からも評価できる
ものである。
会場を府中公園のみだけではな
く、企業を活用するなど様々な場
所で実施することにより、更なる
広がりが期待できる。

中間支援組織など協働のコーディネー
ターや企業を活用し、たとえば「障害
者の就労支援」など、テーマを設定す
ることで、参加者間の更なる協働の広
がりも期待できる。

対話を通じ、双方課題を共有す
るとともに情報共有をしながら
課題解決や更なる事業の発展に
向けて取組を進めているため、
協働の効果が期待できる。

Ｂ

市民と市が密にコミュニケーション
を取りながら課題や目的の共有がで
きている。
相互に主体性を持ち、それぞれの強
みを生かしながら事業を実施してい
る。
今後、課題として捉えている点の検
討を進めることで、更なる発展が期
待できる。

市民と市が一緒に模索しながら作
り上げている事業で、市側が市民
の意見を積極的に取り入れるな
ど、お互いの強みを生かしながら
事業を実施している。

事業の進め方が計画的であるととも
に、ノルディックウォークが介護につ
ながるなど、事業としても広がりを見
せている。
課題も共有できており、サポーター同
士の意見交換の場の検討など、今後の
展開も考えられているので、更なる事
業の発展が期待できる。

５　まとめ

市民と市がそれぞれ主体性を
もって事業を実施できている。
また、事業の価値を捉え、積極
的に取り組んでいる点が評価で
きる。

市民と市が密にコミュニケー
ションを取り、課題と目的を
共有し、お互いの強みを生か
しながら双方が主体的に事業
を実施している。

Ｄ

府中市における状況や大会という事
業の目的が当初と変わってきている
中で、相互に目的や課題など情報共
有をしながら事業の実施形態につい
て検討を進めてほしい。
併せて、従来の枠にとらわれず一般
市民の参加や若い世代を巻き込み、
全世代が参加しやすい内容とするな
ど、新たな方策を検討してほしい。
また、反省会を開催するなど、目的
や課題を共有できるような仕組み作
りを協働で進めてほしい。

府中市における状況や大会という
事業の目的が当初と変わってきて
いる中で、コミュニケーションを
密にしながら大会の在り方や実施
方法の見直しを検討する必要があ
る。
目的や課題を共有できるような仕
組み作りを協働で進めてほしい。
また、ごみ減量は地球環境保全の
観点からも全世代で大切な事業で
あるため、これまで取り組まれて
きた主体から一般市民の参加を広
げてほしい。
特にファミリー層や子どもなど若
い世代を巻き込み、多数の市民が
参加しやすいよう市内各所で実施
するなど工夫をすることで、事業
の活性化を図っていただき、より
良い事業に発展させてほしい。

企画立案が市主導になっているため、
市民の意見を取り入れることで、事業
の発展を期待したい。
特に、実行委員会形式で実施する等、
目的や課題を共有し、よりコミュニ
ケーションを図れるような仕組みの検
討を進めてほしい。
これまで取り組まれてきた主体に捉わ
れず、例えば子ども会に主体的な参加
を促し、ごみについて考える機会を提
供するとともに、関係部署と連携する
など、より若い世代を巻き込んでいく
ことで協働の広がりが期待できる。

市が認識している課題を共有
し、実施者や参加者の在り方を
見直して進めていただきたい。
お互いの強みを生かしながら相
乗効果を発揮して目標を達成で
きるよう、実施方法を検討して
ほしい。

市民と市の情報共有が不足し
ている。
事業が転換期を迎えている中
で、コミュニケーションを密
にしながら課題や目的を共有
し、より多くの市民を巻き込
みながら事業を実施してほし
い。

１　評価結論
２　事業について ３　協働の広がりの可能性 ４　意見交換会を踏まえて

参加団体のメンバーを実行委
員とすることで現場の意見を
取り入れるとともに、情報共
有の場を設定するなど、対話
を通じてより良い事業となる
よう取組を進めており、更に
効果的な協働事業へと発展す
ることが期待できる。

協働の広がりに係る取組を市民
と市が検討いただくことで、更
に期待できる事業となる。

課題等共通の認識を持ち、市
は黒子役に努め、市民のノウ
ハウを生かしながら役割分担
のもとで事業を実施してい
る。

Ｂ

平成２８年度協働事業等に係る第三者評価の実施結果について（詳細）
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ラグビーのまち府中推進
委員会

政策課
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府中子ども劇場

文化生涯学習課

トランジションタウン府
中

経済観光課

平成２８年度「参
加・体験・感動！ふ
れあいこどもまつ
り」
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Ｂ

事業は芸術文化を身近に触れる機会
としてとても良い。協働の視点では
お互いの専門性を尊重するあまり双
方相手任せな点があったものの、課
題の共有はできている。
お互いの理解を深めることで更なる
協働の広がりが期待できる。

子どもたちが芸術文化に触れる機
会の提供として素晴らしい事業で
あるが、企業等の協賛や助成金を
活用するなどし、チケットの価格
を下げることで更に舞台芸術を身
近に感じていただけるよう、引き
続き取り組んでいただきたい。

地域のボランティアや自治会の協力を
得ながら地域資源を活用するととも
に、主管課だけではなく関係課とも連
携を図ることで、更なる協働の広がり
の可能性がある。
また、行政との協働のみでなく、企業
と協働することにより、運営への支援
につながるなど、更なる発展が期待で
きる。

相互の専門性を尊重しており、
目的や課題、改善点も共有され
ている点は評価できるが、相手
を尊重するあまり双方相手任せ
な点が見受けられる。
情報共有を密にすることで、更
に特性を生かし、より効果的な
事業となることが期待できる。

団体の想いに対して市側が受
身に感じられたが、双方で課
題の共有や反省等を理解して
いる。
お互いの役割をもっと理解す
ることで、周知方法の改善や
更なる協働の広がりが期待で
きる。

１　評価結論
２　事業について ３　協働の広がりの可能性 ４　意見交換会を踏まえて ５　まとめ

ワールドカップや、オリンピック・パ
ラリンピックなど、目標は明確であ
り、協働したいと考えているところは
多いと思われる。
現在の枠に捉われず、市民参加や協働
といった視点など、協働のパートナー
を増やすことにより更なる可能性の広
がりが期待できる。
また、将来は自立（法人化）に向けて
の大きな目標を持っており、今後の活
動が期待される。

Ｂ

市と協働で実施することで、援農に
つなぐことができており、協働の成
果が得られている。
情報共有をより密に行うことで、協
働の広がりや更なる事業の発展が期
待できる。

冊子は好評であり、農家にとって
心強い事業である。
今後更に周知を図るとともに、販
売店などの流通経路を掲載するこ
とで、農家の利益拡大や府中ブラ
ンドの創出につなげていただきた
い。

より情報共有を図り、互いの特性を理
解するとともに、事業の継続、周知の
拡大により更なる協働の広がりの可能
性がある。
地域への周知、特に都立農業高校や東
京農工大学とも協働することで、次世
代の育成につながるとともに、援農
者、応援者、協賛企業の拡大も期待で
きる。

双方課題も共有されており、今
後に期待できる事業であると評
価できる。

※　評価結果の定義
　Ａ：協働事業として適切で優れていると評価できる。
　Ｂ：協働事業として適切であるが、一部改善することで、更なる発展が期待できる。
　Ｃ：協働事業として概ね適切であるが、一部改善の必要がある。
　Ｄ：協働事業として取り組むにはかなりの改善が必要である。
　Ｅ：協働事業としては不十分であった。
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１　評価結論

２　事業について ３　協働の広がりの可能性 ４　意見交換会を踏まえて ５　まとめ

Ｂ

１つの目標に向かって、各団体が
持っている専門性を理解・共有した
うえで、様々な主体が協働してい
る。
事業としても、短期間でありながら
も成果を上げている。
一方、事業目標が４つあり、全体が
まとまりきれていない印象を受け
る。主となる目標を定めることで、
より方向性が明確となり、中間支援
組織等の協力や市民ボランティアの
活用などにも生かされ、更なる市民
意識の向上が期待できる。

事業目標が４つあるが、主となる
目標を設定するとより明確とな
る。
また、スポーツを通じた地域活性
化には大きな可能性を感じるとと
もに、府中はラグビートップチー
ムが２チームもある恵まれた環境
のため、２０１９・２０２０に向
けて発展の可能性は大きい。

事業成果は素晴らしいもので
あり、団体の努力が良くみ
え、評価できる事業である。
双方情報共有に課題を感じて
いるものの、その課題を共有
できているため、今後に期待
したい。
また、より情報共有を行うこ
とで、更なる広がりを見せ、
協力者の増加や次世代の育成
につなげていただきたい。

事業目標が４つあり、ややまと
まりに欠ける面があるが、１年
という短期間でこれだけ展開で
きているのは非常に素晴らしい
ものである。今後、市民参加
や、市内部への横断的な協働が
期待される。

１つの目標に向かって、各団
体が持っている専門性を理
解・共有し、協働で取組を進
めている。
また、ワールドカップ、オリ
ンピック・パラリンピックな
ど目標が明確で、協働に対す
る捉え方もしっかりと認識さ
れている。
現在の協働の枠に捉われず、
中間支援組織や市民ボラン
ティアの導入など、協働の
パートナーを増やすことで、
市民意識の向上や、更なる協
働の広がりの可能性が期待で
きる。
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